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はじめに
島根県立大学短期大学部（以下、本学とする）
総合文化学科は平成26（2014）年度にカリキュラ
ムを改変し、日本の歴史にかかわる科目として「日
本史入門」「松江の文化と歴史」「しまね歴史探
訪」の3科目を新設した。いずれも、平成26年4月
に着任した筆者の担当する科目である。上記3科
目を順に履修することで地域の歴史に対する理
解を深められるよう、各科目の開講時期は「日本
史入門」が1年前期、「松江の文化と歴史」が1
年後期、「しまね歴史探訪」が2年後期に設定さ
れている。
上記3科目のうち、「松江の文化と歴史」と「しま
ね歴史探訪」の2科目は、「地域に関する学修を
行う授業科目」として位置づけられている。両科目
はフィー ルドワークを重視する点に特徴があり、特
色ある科目として大学案内や本学のホ ムーページ
上で紹介されている1）。本学総合文化学科はフィー
ルドワークを実施する科目を多数開講しており、こ
の両科目もその一翼を担っている。
地域の歴史を取り上げる授業がカリキュラム改
変前になかったわけではなく、「出雲古代史」や「日
本古典文学を歩く」が新旧のカリキュラムを通じ
て開講されている。しかし両科目が対象とするの
は古代の出雲であり、松江の城下町が整備され
る時期を対象とする授業はこの度のカリキュラム
改変によって初めて設置されることとなった。
本稿では、平成26年度に新規開講された「松
江の文化と歴史」の実践内容を報告することとし
たい。「しまね歴史探訪」の実践内容も併せて報
告することが望ましいが、平成26年度に2年生となっ
た平成25年度入学生は旧カリキュラムが適用さ
れるため、2年生を対象とする「しまね歴史探訪」
は平成26年度には開講されなかった。後者の報
告については他日を期したい。
1 授業の概要
　
まずは、授業の概要を述べることにしよう。以下、
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授業のねらい・構成・受講者について概観する。
1）授業のねらい
本学総合文化学科は、教育目的を次のように
定めている。
 島根、日本及び世界の文化について、有形・
無形の文化資源、言語文化、生活文化の
各分野にわたる「知識」と国際化・情報化
に対応した「技能」を備え、地域社会の活
性化や地域文化の継承と発展に貢献できる
「実践力」を合わせ持った人間力豊かな人
材を養成すること2）
この教育目的を踏まえ、「松江の文化と歴史」
（以下、本科目とする）では達成目標として、「松
江の文化と歴史について記述することができる」こ
ととともに「松江の文化と歴史について口頭で説
明することができる」ことを掲げた。松江の文化や
歴史を口頭で説明する力の獲得を達成目標の一
つとしたのは、今後学生たちが松江の文化や歴
史を説明する際、文字で説明する機会よりも口頭
で説明する機会の方が多くなると考えたためである。
上記教育目的に則し、本科目では講義内容を
「知識」、家族や友人、さらには松江を訪れる観
光客に自らの言葉で松江の文化や歴史を語る力
を「実践力」と位置づけた。そして実践力を修得
させるべく、学生によるプレゼンテーションを実施
することとした。
2）授業の構成
授業は講義・フィー ルドワーク・プレゼンテーショ
ンを3本の柱とし、講義の一部にはグル プーワーク
を取り入れた。スケジュー ルは次のとおりである。
　1. ガイダンス
　2. 松江城①
　3. 松江城②
　4. フィー ルドワーク①松江城
　5. 松江藩①
　6. 松江城下町①
　7. 松江城下町②
　8. 松江藩②
　9. 松江藩③
　10.フィー ルドワーク②松江城下町
　11.松江の文化
　12.プレゼンテ シーョン①
　13.プレゼンテ シーョン②
　14.フィー ルドワーク③松江歴史館
　15.まとめ
　16.期末試験
松江藩を取り上げる回が第5回と第8・9回に分
かれているのは、松江城下町に関する講義の実
施日を繰り上げたためである。松江城下町のフィー
ルドワークは11月下旬の実施を予定していたが、
都合のつかない学生を対象に11月上旬にも実施
することとなった。これに合わせ、第8・9回に予定
されていた松江城下町の講義を第6・7回に行っ
た。平成27年度はこの点を踏まえ、第5・6回に松
江城下町に関する講義、第7回に松江城下町の
フィー ルドワーク、第8〜10回に松江藩に関する講
義を割り当てる予定である。
グル プーワー クは第7回の松江城下町②で実施
した。内容は、津山城下町を事例とした第6回の
講義を参考に、グル プーごとに松江城下町の設計
について考察するというものである。実施後に提
出された感想には「自分では発見できなかったこ
とが話し合いの中で見つかって、とてもいい勉強
になったと思う」、あるいは「グル プーワークで、一
人では見つからないものも見つかり、話し合うこと
で新たな視点なども見つかったのでよかった」とあり、
グル プーワークが有効であったことが確認できる。
3）受講者
本科目は37名の学生が受講した。受講者は九
つの班に分かれ、班ごとにプレゼンテ シーョンやグ
ル プーワークを行った。班員の数は3名から5名と
し、班分けは受講者の自由に任せた。
当時の2年生のカリキュラムでは本科目を受講
することができないため、37名の受講者はすべて1
年生である。所属する系（文化資源学系・英語文
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化系・日本語文化系）の内訳は、文化資源学系
23名、英語文化系1名、日本語文化系13名であっ
た。筆者は日本語文化系の教員であるが、受講
者の半数以上を文化資源学系の学生が占めるこ
ととなった。
本科目の受講者37名のうち、「日本史入門」を
受講していない学生は15名に上った。内訳は、
文化資源学系14名、英語文化系1名である。日
本語文化系の学生は「日本史入門」が必修科目
のため、すべて既修であった。受講者の4割が「日
本史入門」を受講していないという事態は筆者の
想定外であり、当初予定していた講義内容の一
部は変更せざるを得なかった。講義の一部は「日
本史入門」と重複することになったが、この点に対
しては「復習ができてよかった」という好意的なコ
メントが寄せられる一方、不満を示した受講者は
いなかった。
この他、2年生3名が講義を聴講した。うち2名
は、筆者のゼミに所属する学生である。彼ら2年
生にはプレゼンテー ションの課題を課さなかったが、
プレゼンテーションの見本をみせてほしいとの1年
生の要望に応え、発表を申し出てくれた。2年生
によるプレゼンテー ションは大変参考になったようで、
受講者は「先輩たちのプレゼンテ シーョンをみてこ
ういう風にするのかと思いました」「プレゼンテ シーョ
ンは難しそうだと感じたので、はやくから準備しよう
と思いました」との感想を述べている。
2 フィー ルドワーク
続いて、フィー ルドワークについて述べることにし
たい。先に掲げたスケジュー ルで示したとおり、フィー
ルドワークは計3回実施した。行き先は、松江城・
松江城下町・松江歴史館である。
1）松江城
（1）日程および参加者
松江城のフィー ルドワークは、10月18日（土）午
前・同日午後・10月25日（土）午後の3回に分けて
実施した。参加人数はそれぞれ、10名（うち2名は
2年生）・7名・19名であった。2年生2名を加えた
参加者総数が39名とならないのは、1年生3名が
他の授業との関係で参加できなかったためである。
日程を受講者の希望に合わせて決めた結果、人
数に偏りが生じ、25日の午後に受講者の半数以
上が集中した。
参加人数によってフィー ルドワークの満足度には
大きな違いがみられ、18日午前・午後の参加者か
らは「少人数でよかった」との満足の声、25日午
後の参加者からは「声が聞こえにくかった」「少人
数で実施してほしい」との不満の声が寄せられた。
平成27年度以降の松江城フィー ルドワークでは、
1回あたりの参加人数に上限を設け、実施回数を
増やすことで改善を図りたいと考えている。
受講者の大半は松江を代表する史跡である松
江城を訪れたことがあり、このフィー ルドワークで初
めて松江城を訪れたという学生は6名のみであっ
た。2回目の学生が7名、3回目6名、4回目以上15
名と半数以上の受講者は事前に複数回訪問し
た経験があった。
（2）内容
フィー ルドワークでは主に石垣と縄張りについて、
クイズを交えながら説明した。松江城の観光には
大手門跡から天守までの最短ル トーを利用するこ
とが多いものと推察されるが、そのル トーは利用せ
ず、城内各所の石垣を見比べながら天守を目指
した。
天守内には井戸や包板、通し柱など注目すべ
きポイントが多数存在するが、観光客で混雑する
ことを鑑み、事前の講義で説明を行った。天守
内での説明は最低限にとどめ、展示物は自由見
学とした。
（3）参加者の感想
フィー ルドワー ク参加者には、①興味を覚えた点、
②実施にあたって改善すべき点、③感想の3点を
まとめた事後レポ トーを提出するよう求めた。参加
者の感想を抜粋して紹介しよう。
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 松江市出身なので、松江城は身近に感じる
場所でした。（中略）何となく松江城のことは
ある程度分かるような気でいましたが、フィー
ルドワークで説明されたことはどれも知らない
ことばかりで、何度も行った場所でしたが、ま
るで初めて来たかのように楽しみながら歩くこ
とができました。日本の歴史などについて学
ぶのも良いですが、自分の住んでいる場所で
ある松江について学ぶのは、より親近感が湧
くし、こうして実際に歩きながら知識を得られ
るのは、座学だけの場合よりとても良いと思い
ました。
 （松江城は4回目以上）
 授業で聞いているだけでは難しくてなかなか
理解できないものも現地に赴いて自分の目で
見て、耳で聞いて、肌で感じてみるとすんなり
頭に入ってきて状況が思い浮かべやすく分
かりやすかったです。松江に住んでいると、そ
こにあるのが当たり前のような気持ちになり、
興味が薄れていきがちですが、このフィー ルド
ワークを通して興味が湧いてきました。観光
客の方々に松江城を通して松江の文化・歴
史にも興味を持ってもらいたいなと思いました。
 （松江城は4回目以上）
 松江城には今回のフィー ルドワーク以前に2
回ほど訪れているが、今回は予習をしている
状態だったので大変有意義なものだった。
実物は写真で見て受ける印象と大いに異なっ
た。（中略）実際に見て確認することでより深
い理解に繋がった。理解だけでなく、肌で当
時のことを少しでも感じられて良かった。臨
場感や緊迫感は訪れないと感じられないもの
だと思う。実物を見ることは大変価値のある
ことだと感じた。今回のフィー ルドワークは大
変ためになり、勉強でも活かせそうだと感じた。
 （松江城は3回目）
参加者の多くにとって松江城は馴染みがあるだ
けに、「フィー ルドワークで説明されたことはどれも
知らないことばかり」だったことが印象に残ったよう
である。同じような感想は複数みられ、中には「松
江城のことはだいたい知っていると思っていましたが、
実は何も知らなかったんだなとフィー ルドワークを終
えてみて思いました」と記した学生もいた。
2）松江城下町
（1）日程および参加者
松江城下町のフィー ルドワークは、11月8日（土）
午前・22日（土）午後・23日（日）午前の3回に分け
て実施した。参加人数は順に、7名・18名・11名
であった。今回も人数に偏りが生じたが、前回の
フィー ルドワークの反省を踏まえて実施したためか、
声が聞こえにくかったとの指摘・少人数がよかった
との感想とも前回に比べると減少した。とはいえそ
うした指摘や感想は今回も出ており、平成27年
度に向けてさらなる改善が必要である。
（2）内容
松江城下町のフィー ルドワークでは、江戸時代
と現代の地図を比較しながら、町中に残る城下
町時代の痕跡を辿った。行き先は、松江市へ転
入して間もない筆者および事前調査に同行した
家族が興味を覚えた場所を選定した。具体的に
は、横浜町に残る如泥石の護岸、天神橋北詰と
京橋北詰の勢溜跡、寺町と殿町の鉤型路などで
ある。
（3）参加者の感想
松江市出身者2名と松江市外出身者2名の感
想をそれぞれ抜粋して紹介しよう。
 私はこの松江という土地に10年以上住んで
いますが、今までこのフィー ルドワークのように
町中を歩いて探索をするということはしたこと
がありませんでした。そのため、今回の授業
では松江の町の歴史を隅 ま々で知ることがで
きました。（中略）意外にも身近で、しかも人
目に付かないところに歴史が存在しているの
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は、驚きと感動を覚えました。松江にはこのよ
うな場所が多く存在していることも、このフィー
ルドワークで発見しました。実際に見て、実
際に歩き、雰囲気を感じ取りながら歴史を学
べたので、今までにない学習ができ、大変良
かったと感じました。
 （松江市出身者）
 私は松江で生まれ育ったけど、今回のフィー ル
ドワークで、初めて行った場所が多 あ々り、と
ても興味深かったです。ずっと松江に住んで
いても、まだまだ知らないことがたくさんあると
いうことを実感しました。昔あったものが今で
も残っているということは、本当に素晴らしい
ことだと思うし、見ていてとてもワクワクしました。
（中略）普段あまり歩くことがないので、穴場
のようなところも行けて以前よりもっと松江のこ
とを知ることが出来たし、気分転換にもなっ
て楽しかったです。
 （松江市出身者）
 地図上でみるだけではよく分からなくても、実
際に歩いてみることで見えてくるものは違うと
感じました。（中略）田舎なんて何もなくて面
白くないと思っていたけど、そうやって決めつ
けずに何があるのか探せば面白いものはた
くさんあるんだと感じました。地元の安来も私
はまだよく知れていないと思うので、もっと知っ
ていきたいです。
 （松江市外出身者）
 今回のフィー ルドワークで歩いたところはほと
んど初めて行くところだったので、いろんなこ
とを知ることができました。昔あったものだっ
たり、昔の道のつくりがまだ残っていたりする
のだなと感じました。（中略）もしかしたら自分
の地元にもそういったところがあるのでは、と
少し気になりました。お堀とかあるのですが
気にしてみたことはなかったので帰ったらみ
てみたいなと思いました。習ったことなどを思
い出して、ここはこういう風になっていたのだな、
などと感じることができたら良いなと思います。
フィー ルドワークを通してとても楽しく城下町の
ことなどについて知ることができてよかったです。
 （松江市外出身者）
松江城下町のフィー ルドワークは、松江市出身
者にとっては身近なところに隠れていた歴史の痕
跡を発見する機会、他地域出身者にとっては自分
の出身地の歴史的な魅力を見直す機会となった
ようである。
この他、距離が長かったとの感想が複数寄せ
られた。距離が適切だったかを事後レポ トーで尋
ねたところ、「ちょうどよい」を選択したのが23名、「長
すぎる」を選択したのが10名であった。フィー ルド
ワークの時間は3時間、距離は5kmほどあり、歩き
慣れていない学生にとっては確かに距離が長かっ
たかもしれない。
その一方で、肉体的な疲労に言及しつつも距
離を否定的にはとらえない意見もあった。ある学
生は「今回のフィー ルドワークは歩く距離がとても
長く翌日に筋肉痛になりましたが、とても楽しかっ
たです」との感想、別の学生も「階段が予想して
いたよりも多く少し疲れたが、楽しくいろいろなこと
を知れてよかった」とほぼ同内容の感想を述べて
いる。両名とも距離は「ちょうどよい」を選択しており、
距離よりもフィー ルドワークの中身を重視しているこ
とがうかがえる。
距離を短くすればそれだけ見て回る場所が減り、
フィー ルドワークの中身は薄くなることになる。平成
27年度は距離を短くするか、あるいは距離は維持
して休憩時間を増やすなどの対策を取るか、参
加者とも相談しながら決定することにしたい。
3）松江歴史館
（1）日程および参加者
松江歴史館の見学は回数を増やし、12月20日
（土）午前・同日午後・1月10日（土）午前・同日午
後・1月22日（木）午後の計5回実施した。人数は
最小で5名、最大で10名となり、過去2回のフィー ル
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ドワークで懸案となった人数の問題が生じること
はなかった。
事後レポ トーを提出した受講者30名のうち、松
江歴史館を初めて訪れたという学生は24名に上っ
た。フィー ルドワークで初めて松江城を訪れたとい
う学生が6名だったのとは対照的であった。
（2）内容
松江歴史館の常設展示は「松江城下町」およ
び「松江藩」の講義と内容が重なることから、同
館では授業の内容を振り返りながら展示物の解
説を行った。
（3）参加者の感想
参加者の感想は、関心を抱いた個 の々展示物
や展示コー ナーに言及したものが多かった。ここ
では、展示の方法や史料の持つ魅力に触れた感
想を紹介したい。
 私は今回初めて松江歴史館に訪れましたが、
授業で勉強したこともしていないこともたくさ
ん展示されていて、松江の歴史について学
ぶには最適な施設だなと思いました。私が特
に興味を持ったのは、松江の城下町を再現
した模型でした。地形や特別な場所をライト
アップして見ることができ、どこに何があるのか、
どんな場所なのかが一目で分かり、面白かっ
たです。子どもにも分かりやすい展示の仕方
だなと思いました。そのほかにも、町人の日
記を再生して聞けるコー ナーがよかったです。
読み上げる声が島根弁だったのが印象的で、
その日記を書いた人の心境や当時の城下
町の様子が伝わってくるような感じがしました。
 （松江歴史館は初めて）
 今回が最後のフィー ルドワークになったが今ま
での学習のまとめにふさわしいものだったと感
じた。松江には重みのある歴史があり、それ
を伝えていこうとしている活動が根付いている
ということがよく分かった。展示物をショー ケー
スに並べるだけでなく、解説や展示方法の
工夫によってより関心が湧くようになっていた
と感じた。発掘現場の再現をした床は怖かっ
たがとても面白かった。実物を目にすること
で筆致や資料の状態などがはっきりと見て取
れたことがとても印象的だった。特に書状が
見れて良かった。
 （松江歴史館は初めて）
 今回は初めて松江歴史館に行きました。展
示を見ると授業で習ったところが多くありまし
たが、方が人参方のほかにもあったり、松江
の財政の流れを資料を用いて説明してあっ
たり授業の内容をより深く理解できたフィー ル
ドワークでした。財政の流れの部分で、木実
方や釜甑方、木綿など産業が現代の工芸品
などに残っていて、財政再建だけでとどめる
のではなく、文化として現代につなげているの
が素晴らしいなと思いました。木綿市の藍染
は出雲で有名な工芸品なので歴史を踏まえ
て、当時との染物の違いを調べてみようと思
います。（中略）今回で最後のフィー ルドワー
クですが、松江の文化、歴史について多くの
ことに関心を持ちました。フィー ルドワークを
行うたびに興味を持つものが増え、自発的に
調べていくことが多くなりました。まだまだ松江
の文化について隠れている部分があると思う
ので、探してみようと思いました。
 （松江歴史館は初めて）
3 プレゼンテーション
プレゼンテーションは、班別に実施した。個々
人のプレゼンテーション能力の伸長を図るには個
別発表を課すことが望ましいが、受講者の人数の
関係から、グル プーでの発表とせざるを得なかった。
各班には、次の条件で発表を準備するよう指
示を行った。
　・松江城と城下町を案内する内容の発表を行
うこと
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　・パワ ポーイントを利用して発表すること
　・発表時間は15分程度とする
　・班員全員が発表すること
　・聞き手を惹きつけるよう工夫すること
　・発表は2週に分けて行うが、2週目発表の班
も1週目の報告の前に発表資料を提出するこ
と
各班のプレゼンテーションは、「同じような学習
をしてきたのにこんなに違う感じになるのだなと思
いました」という感想が出るほど個性あふれるもの
となった。実施後に提出された感想には他班の
発表に対する評価や自班の発表についての反省
事項が記されており、このプレゼンテーションで学
生たちの得たものは大きかったと考えられる。
4 授業の成果
本科目は、「松江の文化と歴史について記述す
ることができる」ようになることおよび「松江の文化
と歴史について口頭で説明することができる」よう
になることを達成目標として掲げ、講義・フィー ルド
ワーク・プレゼンテーションを実施した。はたして、
15回の授業で成果を挙げることはできたのだろう
か。
受講者の多くは、この目標を達成できたと考え
ている。次に掲げるのは、「シラバスで説明されて
いる授業の目的や達成目標等を達成できたと思う
か」という授業評価アンケ トーに対する無記名の
回答である。
　・そう思う：17名
　・いくらかそう思う：16名
　・普通：4名
　・あまりそう思わない：0名
　・そう思わない：0名
目標を達成できたと思う受講者およびいくらか
達成できたと思う受講者の割合は89％に上る一
方、達成できなかったと思う受講者は一人もいな
かった。程度の差こそあれ、本科目を受講するこ
とで、学生たちは松江の文化と歴史について説明
できるようになったと結論づけてよいだろう3）。
受講者が実際に家族や友人に対し松江の文
化や歴史について説明したという話は、これまで
に聞いていない。しかし、彼らがそれを行う意欲と
自信を持っていることは、以下の引用から明らか
である。
 実際に説明を聞きながら見学するということ
は今まで経験がなかったのでとても分かりや
すかったです。私の祖父や祖母もいつか松
江城に行きたいと言っているのでそのときに
は私が説明してあげられるようになりたいなと
思いました。
 （松江城フィー ルドワーク後の感想）
 わたしは出雲に住んでいて島根のことはわり
と知っていると思っていましたが、松江の事は
まったく知らず、今回さまざまな事がわかりとっ
てもたのしかったです。このことを家族や友
人に伝えるくらいの知識は身につけることがで
きたのではないかとおもえました。
 （松江歴史館見学後の感想）
 今回のプレゼンテ シーョンや、フィー ルドワーク
を通じて松江に詳しくなったのでこの知識を
家族や友人に披露したいと思いました。
 （プレゼンテーション実施後の感想）
 松江の文化と歴史ということで、松江の昔の
地図を見ながら歩いたフィー ルドワークはとて
も楽しかったです。松江の歴史に詳しくなれ
たのではないかと思っており、自信を持って
家族、友人に伝えていきたいと思っています。
 （授業評価アンケ トーの自由記述）
おわりに
本稿は、平成26年度に新規開講された「松江
の文化と歴史」の実践内容について報告を行っ
た。本科目は松江の文化と歴史について口頭で
説明する「実践力」の獲得を目標の一つに掲げ
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たが、受講者の感想や授業評価アンケ トーから、
この目標は概ね達成できたものと考えられる。今
後は受講者がこの実践力を発揮し、彼らの家族
や友人の間に松江の文化や歴史に対する理解
が広がることを期待している。
謝辞
フィー ルドワークの実施にあたり、松江歴史館の
ご協力を賜りました。記して御礼申し上げます。
注
1) 島根県立大学短期大学部大学案内,2015:21,
2014.
 公立大学法人島根県立大学・島根県立大学短期
大学部.日本語文化系.島根県立大学短期大学
部松江キャンパス,http://matsuec.u-shimane.ac.jp/
department/sogobunka/13nihongobunka/（平成27
年6月19日閲覧）.
2) 公立大学法人島根県立大学・島根県立大学短期
大学部.教育目的.島根県立大学・島根県立大
学短期大学部 ,http://www.u-shimane.ac.jp/ja/
announce/tanki/index.data/kyouikumokuteki.pdf
（平成27年6月19日閲覧）.
3) どこまで詳しく正確に説明できるかという点はまた別
問題である。ここで重視したいのは、学生たちが松
江の文化や歴史について説明できるとの自覚を持ち、
そうした機会が訪れた際には実行するであろうという
点である。
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